
～不妊治療を受けながら働き続けられる職場づくり～

研修会／個別相談会のご案内

【お問い合わせ】不妊治療と仕事との両立に関する研修会・個別相談会事務局　info_otoiawase@tohmatsu.co.jp

『胚培養士ミズイロ』おかざき真里／小学館

「より、働きやすい社会になりますように。「より、働きやすい社会になりますように。
仕事の現場のサポート体制が仕事の現場のサポート体制が
整いますように、願います。」整いますように、願います。」

「より、働きやすい社会になりますように。
仕事の現場のサポート体制が
整いますように、願います。」

◆不妊の検査や治療を受ける夫婦は4.4組に１組。
◆不妊治療と仕事の両立ができない労働者は４人に１人。
◆研修会を受講して、不妊治療を受けながら安心して働き続けられる職場環境の整備を進めましょう。
◆社会保険労務士や産業医によるオンラインでの個別相談会も実施しています。

202７年3月15日（月）まで 申込み https://www.funin-ryoritsu.mhlw.go.jp/

不妊治療と仕事との両立支援担当者等向け研修会【10月13日～】
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無料‼無料‼

『不妊治療と仕事との両立の現状と国の施策』　
～ 行政の視点 ～

厚生労働省　雇用環境・均等局　雇用機会均等課長　安里 賀奈子 氏

講
演
１

『企業としての支援の在り方 －不妊治療の現状とプレコンセプション－』　
～ 産婦人科医の視点 ～

医療法人社団 栄賢会 梅ヶ丘産婦人科 ARTセンター長　齊藤 英和 氏

講
演
２

『労働者の不妊治療と仕事との両立に向けて　
－令和８年３月版
「不妊治療を受けながら働き続けられる職場づくりのためのマニュアル」、
「不妊治療と仕事との両立サポートハンドブック」 を通じ、 社会保険労務士の視点から－』

福島通子社会保険労務士事務所　特定社会保険労務士　福島 通子 氏

講
演
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『仕事と不妊治療の両立 －制度は作った！どうする相談対応！－』
～ コンサルタント （両立支援者） の視点 ～

株式会社アイカル／株式会社ビヨンド・ワーズ 代表取締役　越 希美江 氏
からふるMum 代表　峰 博子 氏

講
演
６

『社員の不妊治療と仕事の両立支援について －安心して相談できる職場づくりの実践例－』
～ 企業の視点 ～

株式会社澤井珈琲 取締役副社長　澤井 聡 氏

講
演
４

『制度から文化へ －制度を生かす職場文化を考える－　
不妊治療支援を通して考える職場のウェルビーイング』
～ 産業医の視点 ～

株式会社SUMCO 全社産業医　彌冨 美奈子 氏
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不妊治療と仕事との両立に関するマニュアル・ハンドブック・ガイドブック

不妊治療と仕事との

両立に取り組む

企業の認定

「くるみんプラス」 「くるみんプラス（新基準）」 「プラチナくるみんプラス」 「トライくるみんプラス」 「トライくるみんプラス（新基準）」

不妊治療と仕事との両立支援を行う企業として厚生労働大臣が認定する制度。
認定を受けると、不妊治療と仕事との両立をサポートする企業であることをPRすることができます。

事業主・
人事労務担当者向け

不妊治療を受けながら働き続けられる職場づくりのためのマニュアル

・不妊治療の現状
・企業が不妊治療と仕事との両立に取り組む意義
・両立支援制度導入の手順やポイント
・制度導入企業の具体的な事例（30社）
　　　　　　　　　　　　　　　　＜A4 64ページ＞

https://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/pamphlet/dl/30k.pdf

不妊治療を受けながら
働き続けられる

職場づくりのためのマニュアル

事業主・人事部門向け

令和7年度 不妊治療を受けやすい休暇制度等環境整備推進事業

令和８年３月

職場の上司や同僚・
ご本人向け

・データで見る不妊治療と仕事との両立
・不妊治療についての解説
・職場での配慮のポイント
・不妊治療を受けている、受ける予定の人達への情報
　　　　　　　　　　　　　　　　＜A4 12ページ＞

不妊治療と仕事との両立サポートハンドブック

https://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/pamphlet/dl/30l.pdf

～不妊治療を受ける方と職場で支える上司、同僚の皆さんのために～

　働きながら不妊治療を受ける方は増加傾向にあると考えられますが、厚生労働省

が行った調査によると、不妊治療と仕事との両立ができず11％の方が離職していま
す。

　不妊治療と仕事との両立を困難にしている要因としては、通院にかかる時間が読

めないことや医師から告げられた通院日に外せない仕事が入るなど仕事との日程調

整の難しさ、精神面での負担の大きさ等が挙げられていますが、企業や働いている

人たちも、そもそも不妊や不妊治療についての認識があまりないために、企業内の

支援制度の導入や利用が進まないことも考えられます。

　このため、このハンドブックでは、職場内で不妊治療への理解を深めていただく

ために、不妊治療の内容や職場での配慮のポイントなどをご紹介します。

令和８年３月

ご本人向け

・企業の取組の事例
・労働者の働き方の例
・社員の不妊治療をサポートする企業の取組について
・不妊治療と仕事との両立に関するお役立ち情報
　　　　　　　　　　　　　　　　＜A4 ４ページ＞

不妊治療と仕事  両立できていますか
－両立支援ガイドブック－

https://www.mhlw.go.jp/content/11909000/001317072.pdf

不妊治療を受ける方は増加傾向にありますが、
仕事と治療の日程調整が難しいことなどから、

不妊治療と仕事の両立で悩む方が多くいらっしゃいます。
このような状況から、職場においても、

働く皆さんが不妊治療と仕事を両立できるよう、
今、様々な支援の制度が整いつつあります。

会社の制度を活用して、不妊治療と仕事を両立させましょう！！

約10人に１人
生殖補助医療で誕生する子ども
は１０．０％です。

約3人に１人
仕事の日程調整が難しく、両立
が困難と感じている方は35.9%
です。

約４組に１組
不妊の検査や治療を受けたこと
がある(または現在受けている)
夫婦は22.7%です。

約4人に１人

不妊治療と仕事が両立できず
に、仕事を辞めた、不妊治療を
やめた、雇用形態を変えた方
は26.1%です。

不妊治療と仕事
両立できていますか？
不妊治療と仕事

両立できていますか？
－両立支援ガイドブック－

本事業は、厚生労働省からの委託により有限責任監査法人トーマツが実施します。


